
 
 

 環境影響評価とも言います。新しく道路やダム、発電所など

をつくる開発事業をしようとするときに行います。工事を始め

る前に、みんなで話し合い、よく調べて、少しでも環境のこと

を考えた計画にすることを言います。 

 例えば、絶滅のおそれがある動物が生息していたり、貴重な

植物があったりする場所やその近くでは、工事そのものをやめ

たり、工事から出る水が濁らないようにするなどの工夫をして

環境に配慮します。 

 環境アセスメントは、開発事業の規模によって、環境基本法

と都道府県の環境基本条例に定められています。遊佐町では環

境基本条例の中で、小さな開発事業についても環境影響評価を

推進することを定めています。 

 


